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第２章 葉山町の将来構想に関する意見 
 

私たち町民ワーキンググループは、第四次葉山町総合計画の策定に関し意

見の交換を行い、意見書を作成することを目的としています。 

50人の参加者が、まちづくり・暮らしづくり・ひとづくりの３グループに

分かれ、さらにグループ内で５～６人単位の班を構成し、班ごとに「葉山町

の強み」、「葉山町の弱み」を整理・分析した上で、「強み」をさらに伸ば

し、「弱み」を改善するための取り組みや「住民が行えること」を討議しま

した。さらにその内容を整理し、グループごとに検討しました。 

限られた時間でしたが、葉山町をもっと良くするには、こんなことをすれ

ば、こんな施設や制度ができれば、などと葉山町の将来に夢を託して真剣に

討議を行い、その結果を本意見書にまとめましたので、以下のとおり報告し

ます。 

 

 

 

意見カードの整理番号について 

 

以下のページには、ワークショップで参加者が書いた意見カードを掲載していますが、意見カ

ードには、101、877などと整理番号を付しています。 

意見カードは、100の位が数字のものとアルファベットのものがあり、数字のものは第２回

会議での意見カード、アルファベットのものは第３回会議での意見カードです。この 100の位

は班名を示し、１班は 100番台、８班は 800番台で、アルファベットのものは１班がＡ、２

班が B……８班はＨ、９班はＩ（アイ）となっています。 

このほか便宜上、予備日に追加で出された意見カード等は 100の位をＪとして整理していま

す。 

※意見カードの内容は、参加者が記載した内容をそのまま掲載しています。 

※同じ班で、同じ内容の意見カードがあった場合は、（2件）等として整理しています。 
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第１節 まちづくり 
 

まちづくりグループは、「まちづくり」のテーマについて、第２回会議で

３つの班に分かれ、KJ法ワークショップにより葉山町の強み、弱み、改善策

について意見交換をしました。第３回会議では(1)都市整備、(2)交通、(3)観

光、(4)産業活性化に区分して検討を行い、全体の内容をまとめました。 

 

(1) 都市整備（町並み・公園など） 
 

【葉山町の強みは？】 

葉山町は、約 17ｋ㎡のコンパクトな町域に町のシンボルでもある葉山御用

邸があり、観光・行楽の地でありながらもごみごみしていなくて、景観を損

ねる高い建物も少なく、三浦半島の山々の緑を背景に美しい町並みが続いて

います。この美しい町並みは、相模湾のきれいな海岸線とともに、葉山の魅

力を形成する町の強みの一つです。 
 

意見カードの内容 

201 街並みがきれい、美しい。 
203 高い建物が少ない。 
205 観光・行楽の地でありながらも、ゴミゴミしていない。 

206 御用邸 

402 コンパクトな町。（２件） 
 

【葉山町の弱みは？】 

葉山町には、多くの公園がありますが、地区によっては親子連れで歩いて

いける公園がないといった意見もあります。 

また、町並みについては、地区計画、風致地区など都市計画上のルールに

基づき、よりよい町並みになるよう誘導が進められていますが、法制度も万

能ではなく、住民の理解・協力も十分ではないという指摘もあります。 

都市整備全体について、山がちな地形などの制約を受け、他市町と比べて

「遅れている」という指摘もあります。 

意見カードの内容 

340 多方面のインフラが未整備。 
131 子どもの遊び場が案外近くにない。 
132 公園が少ない（特に長柄）。 

534 建築確認をとった後に塀を建てて狭くしている。 
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【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

強みを伸ばし、弱みを改善するために、都市整備については、住民が快適

に暮らせるインフラ整備を引き続き進めながら、葉山の美しい町並みを守り、

葉山のイメージを壊さない誘導を図ってください。 

そのうち公園については、子どもから高齢者までの様々な住民が交流でき

る拠点となるよう、不足がちな地区について用地を確保し、整備を進めてく

ださい。 

意見カードの内容 

171 町全体をグリーンパーク化する。観光客の誘引につながる。 

173 
公園整備については、幼・小・老を一体化した形のものを設置し、地区内交流の
活性化を図る。 

184 
葉山のイメージをこわさない町づくりを（小さくギュウギュウに建てられた家
は、見た目に悪い）ので、植栽を義務付けとか。 

174 公園・道路の整備。 

 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、都市整備の面では、町の美観づくりへの協力な

ど以下のような意見があがりました。 
 

意見カードの内容 

A13 
景観維持に町民の参加を促す。例：町内会対抗で美観維持のための競い合いを
する。 

A14 自宅へ木を植える。 

A15 植林活動に協力する。 

A16 美化への協力（公共施設について清掃ボランティア）。個人住宅周囲の美化。 

A17 
幼・小・老合同で楽しめる公園の設置（一定の町の予算措置が必要）。町側か
らの呼びかけ。 

A18 
古民家ファンド。立派な古い家を修繕・リフォームし、それに対し住民が出資
し、売り上げを還元する。空き家の活用、防犯面の効果も。 

B24 建物の屋根、外壁等について行政の指導に協力する。 

B25 街並み保存には税制優遇する。 
C03 住民の環境維持、庭の手入れ。 

C04 町全体の清掃（草取り、道路の清掃業）。 
C05 海岸清掃の充実。 

C14 環境美化に対する町民意識の高揚。 

C15 行政のＰＲ不足 

C11 町民で季節の花を植えるような活動をしては！ 

C12 自治会同士の交流を進める。 

C13 新旧、住民が町のよさを理解するため参加型の歩く会などを催す。 
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(2) 交通 
 

【葉山町の強みは？】 

葉山町は、首都圏の一角に位置し、東京都心や横浜方面にも通勤可能な立

地です。町内に鉄道の駅はありませんが、バスが頻繁運行しています。 

意見カードの内容 

204 鉄道がない、でもバスが遅くまで走っている。 
309 都心に通勤可。 
310 羽田空港まで高速道路で 45分。 

313 都心から近く、都会的。 

619 駅がない。〔強みとして〕 

 

【葉山町の弱みは？】 

町民ワーキンググループでは、鉄道の駅がないこと、道路が狭く渋滞が激

しいことが、葉山町の弱みとして多くあがりました。 

また、バス車内の混雑、ノンステップ化が進んでいないこと、バス停の利

便性や安全対策も課題としてあがっています。 

 

意見カードの内容 

133 週末や休日の観光客等の車が多く、渋滞がひどい。 

134 道路事情が弱い、特に歩道が狭くて怖い。 

135 公共の乗り物がバスしかないのに、ノンステップ化があまり進んでいない。 

231 交通の便が良くない。 

232 東京からのアクセス（交通）が悪い。 

233 雨の日の道の渋滞。 

234 バス停の安全対策が良くない。 

235 歩道が狭い。 

236 国道や県道に、歩道が整備されていなくて、安心して歩けない所が多い。 

336 交通渋滞。 

337 交通渋滞（特に雨の日）。 

338 鉄道、駅がない。（２件） 

339 交通マナーが悪い。 

352 公共機関の老人用の無料パスがない。 

353 車がないと不便。 

435 坂が多く、急な所もあり、散歩や買い物が不便で、疲れる。 

439 道路整備。歩道の幅がせまい。（２件） 

446 道路が狭い、混雑。 

447 交通が不便。 

448 公共交通機関がバス頼み。 

538 交通手段の不便さ。 

539 大道～木古庭の終バスが早すぎる。 

540 電車がない。都会へ出るのが不便である。 

541 住むには良いが、通勤・通学には不便。 

643 駅がない。 

644 通勤時の渋滞。（２件） 
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533 町中の住宅地の道路が狭い。 

645 買い物に車が必要な所が多い気がする。 

646 バイクや乗用車が無いと辛い。 

648 道が狭い（海側や住宅地）。（２件） 

656 バスの混雑。 

657 バス待ちの辛さ（特に夏）。 

731 町内、外ともに他地域との公共交通機関でのつながりが悪い（利便性）。 

 

【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

強みを伸ばし、弱みを改善するために、現行の路線バスについて、関係機

関と協力しながら、終バスが早い地域での時間延長など一層の利便性の向上

を図ってください。また、町内での循環路線などといったコミュニティバス

の運行について、研究を進めてください。町民への運賃補助によるマイカー

利用抑制や鉄道路線の開設についても、財政負担とのバランスを考慮しなが

ら研究を進めてください。 

道路については、歩道や自転車レーンなどの整備を進めるほか、電柱の地

中化について検討を進めてください。なお、町域外のことではありますが、

新逗子駅前にロータリーを整備することが渋滞解消の方策となるという意見

があったことを、町民ワーキンググループとして申し添えます。 

 

意見カードの内容 

172 電柱の地中化、歩道の整備をしてほしい。 

271 
雨の日の渋滞の大きな原因は、車の送迎の多い事。なるべく公共交通の利用をう
ながす。 

272 車と人の交通ネットワークを分離する（街づくり設計）。 

175 電車が通ると良い。 

273 

新しい「観光」の考え方として、「産業観光」「街道観光」などがあるが、葉山
の景観を生かした海岸線（県道 207号線）に沿って、安心して歩ける歩道を整備
する。 

278 コミュニティバスの運行。 

373 新逗子に車のロータリーを！ 

374 民間バス契約で町の巡回バスを。 

375 団地等専用バス路線の増設 

476 通学路の整備。 

477 自転車レーンの整備（歩道は歩行者専用）。 

478 コミュニティバス。 

572 海側と山側の行き来がしやすい交通手段を増やしてほしい。 

573 終バスの時間を遅くする。 

683 （バスの）片道定期。 

J08 地域交通渋滞解消（三浦半島中央道推進）。 

J11 通勤ラッシュ時の交通渋滞解消。 



11 
 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、交通の面では、自転車の利用や町の交通施策に

ついて「議論」することなど以下のような意見があがりました。 
 

意見カードの内容 

A20 車でなく自転車にのる。 

B15 歩行者優先の基本的な考え・カラー歩道。ドライバーのマナー、自然環境。 

B16 
公共交通の乗客利用者を増すため、まず車を使わず「公共交通に乗るディ」を
作る。 

B17 葉山にターミナルを作り、広い駐車場、駐輪場を設け観光客も Park＆Ride。 

B18 バス利用を促す為駐輪場の整備。 

B19 雨でも自転車。 

B01 一方通行化の議論。 

B02 ターミナルを作り駐車場駐輪場を併設。車を整理できる。 

C08 バイク・自転車の活用。 

C09 公共の交通を利用。送迎による渋滞をさける。 

C10 あい乗り。 

A19 レンタル自転車・スクーターの事業を行う。 

 

まちづくりグループのワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 
 

(3) 観光 
 

【葉山町の強みは？】 

葉山町は、美しい海岸や緑などの自然の中に、レストランや雑貨店などの

「おしゃれな広域集客店」や美術館などがあり、首都圏を中心に多くの観光

客が訪れています。 

意見カードの内容 

104 
オシャレなお店・レストランがある。→それを観光にもっとつなげて行ければ良
いなと・・・。 

105 都心から近く、観光客誘引のチャンスに恵まれています。 

217 おしゃれなレストラン、お店がある。 

218 美味しい野菜が食べられる。 

219 ヨットの大会、学生が集まり、街が活気づく。 
220 美術館 

312 ビーチ（夏の海の家） 

316 近郊から多くの観光客が訪れる。 

508 おいしいお店がたくさんある。 

 

【葉山町の弱みは？】 

鎌倉市のように著名な観光名所がなく、観光誘引力の弱さがあります。ま

た、無料駐車場が少ないなど、三浦半島への観光客が町にとどまるしくみが

不十分であり、冬季の観光資源が少ないという課題もあります。 

 

意見カードの内容 

143 観光客誘引の力が弱い。 

238 これといった観光名所がない（寺・神社）。 

239 見るべき産業がなく、町の財政が心配。 

240 
鉄道の駅がないため、産業誘致やベッドタウン、観光宣伝等に不利であることは
否めない。 

334 冬の観光客数。 

347 魚釣りをする場所がなくなってきている。 

348 一部業者による海岸エリアの専有化。 

649 公園や海辺の無料駐車場が少ない。 

 

【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

これからの観光は、観光客が殺到するというイメージではなく、住民が住

みよい町を作り上げ、それを他所の方に観せるという方向で考えるべきと考

えます。 

そのために、住民が特産品を開発・販売したり、「オープンガーデン」「街

角博物館」のような私邸・私庭の観光資源化を進めたりできるよう、関係団
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体などとともに、側面支援をお願いします。また、駐車場つきの観光拠点か

ら、バスや自転車、徒歩で町内をぐるっと回れるようなしくみづくりをお願

いします。 

宣伝・情報発信は、個々で行うよりも、まとめて行う方が効果が高いと思

いますので、住民・事業者・行政の協働による観光 PＲを進めることを先導

してください。 

意見カードの内容 

142 是非、道の駅を作り、町の力を集結させ、葉山特産品を並べてほしい。 

178 産業振興の一環として、道の駅を設け、特産品の販売、町そのものを知らしめる。 

179 商店連合会で、ゆるキャラ作成。 

180 特産物の開発。 

181 
観光マップやサイトを作って、観光者も回りやすく（葉山芸術祭のようなセンス
良い感じで）。 

182 
駐車場を海寄りのは高額にして、逗葉新道に近い所に作って、そこからバスや自
転車で行ってもらってはどうか？ 

183 
山や海の活用と町の宣伝のため、日帰り入浴施設を設けたらどうか（海が見える）
（緑の中で）。 

275 葉山にあるレストラン、店、会社の PR（TV、雑誌等）。 

276 沿線の古蹟や庭園を観光資源として活用する。 

274 

新しい「観光」は、観光客が殺到するというイメージではなく、住民が住みよい
街を作り上げ、それを他所の方に観せる、観に来るという方向で考えるべきであ
る。 

282 
新しい企業誘致は殆どできないと思われるので、葉山の持っている強みを活かし
て「観光」を振興すべきではないか。 

 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、観光面では、町のことを積極的にＰＲして観光

振興につなげたり、「日帰り入浴施設」のような新たな観光施設を立ち上げ

たり、などの様々な意見があがりました。 

意見カードの内容 

A02 町のＰＲのためにブログや記事を書く。 
A03 町民グループによる現地見学。それにより、町への提言を行う。 

A05 
「葉山山歩きコース」を、「長柄コース」「上山口コース」「木古庭コース」
等できちんと整理・整備し自然を楽しんで頂く。 

A12 
日帰り入浴施設の設置（海岸線沿いならば潮さい公園等、緑の中なら南郷公園
等）。 

B06 ゾロゾロの観光客は×。鉄道駅はいらない。 

B07 観光活性化。プロジェクトを立ち上げする。 

B08 観光客は迷惑だという考えを払拭し積極的に交流する。 

B09 行政からのインセンティブ（葉山では）。 

B10 町の「成果」の確認とコメント。 

B11 「葉山」観光大使。 
B12 どんな観光客を呼ぶのか？ 
C01 町内にある古い洋館などを町民ボランティア又はパートの様な形でみせる。 

C02 住民の知る葉山町の散歩コースをＰＲする。 
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(4) 産業活性化（農業・漁業・商工業など） 
 

【葉山町の強みは？】 

葉山町では、農業では野菜や葉山牛などが、漁業ではしらすなどが生産さ

れ、生産量は多くありませんが、「地産地消」も進められています。葉山町

は、農業を営む上で温暖な気候や海に面した立地が強みであり、漁業を営む

上では日本でも有数な豊かな海である相模湾に面していることが大きな強み

です。 

また、「葉山」のブランド力や大消費地に近い立地は、商工業を含め、生

産・販売などの事業を営む際に有利です。 

 

意見カードの内容 

314 地産地消が可能。 
326 ブランド品（しらす、はやま牛）。 

327 葉山の名前（ブランド）。 

401 「葉山」のブランド力。（３件） 

 

【葉山町の弱みは？】 

農業・漁業・商工業のいずれもが小規模で、住民の多くが他市町に雇用の

場を求めざるを得ない状況です。これは、農業用地や工場用地などがとれな

い、大きな漁港がないといった立地面のほか、「住民の知恵（創意・工夫）」

が不足しているという意見もあります。 

商業は、観光・広域集客に依存し、地元客向けの廉価多売型の店が少ない

という点も課題としてあがっています。 

 

意見カードの内容 

144 農林、水産、商工が観光に結びついていない。 

145 
産業を活性化させる事が、町がうるおい、美しい葉山にするには必要に思う。農
業、漁業、商店、町民の知恵、すべて不足している。 

146 職場・クライアントから遠い。 

239 見るべき産業がなく、町の財政が心配。 

249 食品以外の買物をするのに、とても不便を感じる。 

333 町の広報（ホームページ、イベント）。 

335 葉山の朝市、食事のできる場所がない（葉山独自の地魚料理） 

341 産業がない、少ない。（２件） 

342 税収の元となる産業がない、少ない。（２件） 

344 商工政策が機能不全に見える。 

345 人口、法人が少ない。 

346 観光客に依存する商業が多い。 

350 物価が高い。（２件） 
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647 食料品アクセス。 

431 ブランド力。 

442 デパート、企業などの複合施設がない。 

443 産業がない。 

641 観光だけではやっていけない。 

642 研究開発都市がいまいち育っていない。 

 

【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

日本全体で農林水産業が厳しい状況にありますが、農業や漁業は人間の生

活に不可欠な、日々の食に関することであり、豊かな自然を守っていくこと

にもつながるため、葉山町でも将来的に農林水産業が持続・発展していくよ

う、育成をお願いします。 

また、少ない未利用地、低利用地や遊休施設などを有効に活用し、地元住

民がいきいきと働ける場の誘致や創設支援などをお願いします。 

地元の農水産品を地元で消費する「地産地消」など、地域産業が連携する

しくみづくりの側面支援をお願いします。 

 

意見カードの内容 

185 葉山町の中での、自然をこわさない産業育成。 

188 農林水産業の更なる育成が望ましい。 

280 「産業振興」 

281 水産業・農業との活用をする。 

371 品川での広報と海の家でアンテナショップ。 

372 葉山ブランドの情報発信。（２件） 

471 旬産旬消（地産地消）。 

482 商業施設の建設。 

679 企業誘致 

 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、産業活性化の面では、町民が消費者として生産

者と交流しながら、地元での買い物を心がけたり、オーガニック（減・無農

薬栽培、有機栽培など）な農業を推進したり、水産加工の取り組みを進めた

り、などの様々な意見があがりました。 

 

意見カードの内容 

A01 休日に農業を行う。 

A04 「葉山コロッケ」を葉山ブランドとして大々的に宣伝する。 

A06 漁業の方へ。ひじきをもっととって頂きたい。 

A07 

個人事業主（アーティスト・デザイナー等々）を誘致して、車を使わず、新た
な施設を作らずにすむ産業作りを目指す。上記の人々は、横のつながりを作り、
葉山内で仕事が回るようにする。 
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A08 自然をこわさない事業を行う。（コンサル、プログラミング、その他） 

A09 森林を買い取りメンテナンスする。 

B03 ネットショップを開設する。 

B13 ブランド意識の深化。 

B14 個人の広報（有名人・県庁おもてなし課）。 

B20 （フリー）マーケットへの参加。 

B21 商工会と住民の会話。 

B22 フリーマーケットなどにより生産者と消費者の対話を。 

B23 （ブランド）オーガニックの方向。 

B04 長期計画で町全体の農業を完全オーガニックして葉山ブランド化する。 

B05 農業生産者の誘致。 

C06 専業漁師の育成（遊漁船が主流）。人材育成。門戸を開く。 

C07 魚介類の加工場の育成。 

 

 

 

まちづくりグループのワークショップの様子 
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第２節 暮らしづくり 
  

暮らしづくりグループは、「暮らしづくり」のテーマについて、第２回会

議で 3 つの班に分かれ、KJ 法ワークショップにより葉山町の強み、弱み、

改善策について意見交換をしました。第３回会議では(1)自然環境、(2)ごみ

処理・生活排水処理、(3)安全・安心、(4)保健・医療・福祉に区分して検討

を行い、全体の内容をまとめました。 

 

(1) 自然環境 
 

【葉山町の強みは？】 

町民ワーキンググループでは、海、山、温暖な気候など葉山の自然環境に

関する強みについて多くの意見があがりました。 
 

意見カードの内容 

106 

海・山の自然に囲まれている（観光資源に恵まれている）。葉山は自然が財産。
海岸線のすばらしさ、砂浜、磯と山も少し頑張れば、気持ちよいハイキング。里
山のすばらしさ。自然が豊かな点は、他の市町村に誇れる。 

202 棚田 

207 海が静かで水もきれい。 

208 空気もさわやか。 

209 海岸線、鐙摺から長者ヶ崎までの景観は日本一だと思う。 

210 公園 

211 海、マリーナ、海岸 

212 自然が豊かで、大事にしたいと思っている人が多い。 

213 環境の良さ（海もあり山もある）。 

214 相模湾の夕景はすばらしい。 

215 海・山・豊かな自然（四季を感じる）。 

216 すずしい夏。 

302 自然に恵まれている。（３件） 

303 明るく、気候がすごしやすい。 

304 緑地が多い。 

305 世界に誇れる自然遺産（逆転断層スコリア等）。 

306 自然が良い。すばらしい。 

307 空気がよい。 

318 山、川（費用対効果？）。 

321 静か。 

322 海が近くにあり、富士山も見える。 

403 自然環境（海・山）。（２件） 

404 緑や山がきれいで、気持ちがよい。 

405 豊かな自然。（２件） 

406 避暑地・保養地的なのんびりとした雰囲気・文化。 

407 自然との調和。 

409 住みやすい。 

410 良好な生活環境。 

411 都会に比べて空気がすがすがしい。 
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501 景観がよくて、住みやすい。 

502 自然が素晴らしい地域だが不便さが目立つ。 

503 自然、海・山の環境が良い。 

504 環境がよく、緑と海がある。 

505 海と山の景色は全国一と思われる（住めば都）。 

506 葉山と言えば上品なイメージを与えてしまうが、今は果たしてどうか？ 

603 海と山がバランスよく配置されている。 

604 海がきれい。自然が多い。 

605 気候が温暖。 

606 自然がいっぱい。 

607 山あり海あり、温暖。 

608 海岸。 

613 下山川のカモの親子 

 

【葉山町の弱みは？】 

森の荒廃など豊かな自然が失われつつあること、外来生物による生活被害

や農作物被害が発生していることなどが、弱みとしてあがりました。 
 

意見カードの内容 

147 自然が失われつつある？ 

331 平地が少ない。 

332 森が荒れている（住宅地と森のつきあい）。 

531 海で海藻等を採るのが制限されている。 

532 
自然が貴重な地域だが、自然を見るだけでは財政はよくならない。逆に貧困とな
る。 

440 タイワンリスが多い。 

631 タイワンリスを多数見かけます。 

441 蚊や虫が多い。 

652 まだまだ川がきたない。 

 

【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

豊かな自然を後世に引き継いでいくために、住民と行政が協働で、森や海、

川などの環境を守る取り組みを進めていきたいと思います。そのために、森

や海、川などと親しみ、それを整備する活動に住民が積極的に関われるよう、

散策路の定期整備など側面支援をお願いします。 

自然環境を守る取り組みについては、自宅の敷地内の緑の維持・保全から、

三浦半島全体の維持・保全までの連携した取り組みが重要であることを申し

添えます。 

意見カードの内容 

186 森林を守る取り組み。 

187 自然散策路に一定の定期整備が必要です（草刈りや案内板の設置等）。 

237 「魅力ある街」作りを、全体として考えるべき。 

J16 
自然環境維持・保全（目指せ！葉山の一人当たりの緑地、公園海浜比率三浦半島
でＮｏ．1）。 
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【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、自然環境の面では、町民自身が自然にやさしい

生活を心がけること、自宅や自宅周辺の清掃・緑化に協力することなど、以

下のような意見があがりました。 

 

意見カードの内容 

D15 散策路、トイレ等の不備をみつけたらすぐに指摘する。 

D16 歩行者優先の基本的な考え・カラー歩道。ドライバーのマナー、自然環境。 

D17 自分の庭に、一本でも多く、花、木を育てる。 

D18 海岸等でのゴミひろい。 

D19 海・山を使ったイベントの企画開催を通して、意識を向けさせる。 

D20 有識者の情報をクラウド化して有効活用する。 

D21 公園等の草取り。 

D22 海岸、川岸、ハイキングコース等の清掃ボランティア活動。 

E02 
新築で住宅を建てるときは、景観を壊さないように壁面の色など自主規制して
いった方がいいと思う。 

E03 道路及び散策路の整備。決められた所は住民（地域）の多くの参加が欲しい。 

E04 自宅周辺の道路清掃をする。 

E05 家の前に草花を植える。 

E06 倒木の再利用(薪などに利用)。 

E07 タイワンリスは個々の家で捕獲を行う。 

E08 自治会での公園清掃などでたくさんの人が参加するようにする。 

E10 
若者の間での御用邸の知名度の低さ。⇒広報することで観光へつながるのでは
ないか。 

F09 我が家の「環境方針」を策定します。 

F08 ５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）。 

F19 自然にやさしい生活を心がける。 

 

暮らしづくりグループのワークショップの様子 
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(2) ごみ処理・生活排水処理 
 

【葉山町の強みは？】 

町民ワーキンググループとしては、ごみ処理や生活排水処理に関して、個

別意見は出たものの、全体としての強みやよいところに関する意見は出ませ

んでした。 

意見カードの内容 

601 ゴミステーションを整備してもらってカラス対策ができた。 
 

【葉山町の弱みは？】 

ごみ処理に関する弱みとしては、ごみ出しマナーが悪いケースがある、ご

み排出量が増えている、分別に関する制度が不十分、焼却施設の問題がある

といった意見があがりました。 

生活排水処理に関する弱みとしては、下水道料金が高い、下水道が整備し

きれていないといった意見があがりました。 
 

意見カードの内容 

138 ゴミ問題（この頃ゴミが増えてきた）。 

436 ごみの分別不良が多く、近所迷惑な方がいる。（２件） 

437 ごみ焼却施設。（２件） 

438 横須賀との問題（横須賀・三浦は×、逗子・鎌倉は○） 

535 ゴミ管理。住民以外が捨てる。 

536 分別の種類が少ない。 

537 
ゴミステーションにゴミを出す人のマナーが悪い。（①分別の仕方が悪い。②地
域の人でない人が持ち込む。） 

671 ゴミの分別収集は上手く進んでいますか？ 

139 下水道に 100％つなげる努力を。 

434 上・下水道料金が高い。下水道問題。 

651 下水道が整備しきれていない。 

 

【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

ごみのさらなる減量化に向け、戸別収集やリサイクルの一層の拡大を進め

てください。また、町自らの環境マネージメントシステム（EMS）（※）の

認証の取得を検討ください。 

町民ワーキンググループでは、焼却・最終処分について、葉山町単独での

処理、広域連携による処理、民間事業者の協力を得た処理、最終処分場の建

設などに関し、意見カードの記入とその後の意見交換がありました。その中

には、賛成意見、反対意見のそれぞれがありましたので、そのことを含め、

今後の検討をお願いします。 

生活排水処理に関しても、市街化調整区域での下水道のあり方について、
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意見カードの記入とその後の意見交換の際、賛成意見、反対意見のそれぞれ

がありましたので、町の特性に合った下水道計画を進めていかれるよう、今

後の検討をお願いします。    
 

※環境マネージメントシステム（EMS）は、企業や行政機関などの組織が環境に配慮した活動を体系的に行う

ためのシステムです。わが国では、国際標準化機構（ISO）が認証する ISO14001が普及しています。 
 

意見カードの内容 

472 戸別収集。 

473 リサイクル。 

474 最終処分場の建設。 

571 ゴミの焼却は広域で行う。横須賀市との連携はできないのか？ 

672 葉山町役場の EMS認証取得。 

673 行政による再生資源の買い取り。 

674 ゴミ回収の有料化。 

680 生活排水のたれ流しを止める。 

681 町に合った下水道計画。 
 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、ごみ処理・生活排水処理の面では、減量化・資

源化への協力など、以下のような意見があがりました。 
 

意見カードの内容 

D09 ゴミの分別ルールを守る。よごれたまま出さない。 

D10 （ゴミ・下水）。回覧板や自治会を使って個人レベルでの意識を向上させる。 

D11 ゴミの分別。 

D12 ゴミ。近隣住民同士の交流促進。マナーの向上。 

D13 生ゴミ処理機の利用。 

D14 ゴミを作らない工夫をする（余分に買わない。再利用・リサイクルをする）。 
E01 コンポストの利用を行い、ゴミを少なくする。 

E09 
ゴミ出しのマナーが悪いのを住民同士で声を掛け合って、マナーを守るように
していく。 

F01 生ゴミの肥料化を推進します。 

F02 生ゴミを家庭で処理する。 

F03 住民相互の意見交換（生ゴミの処理）。 

F04 家庭内の分別に努力します。 

F05 生ゴミの処理は全家庭で実施＝目標です。ゴミの総量を減らす。 

F06 
意識を高めるために感覚的ではなく、具体的に金額を示してやる気にさせると
か。逆にペナルティとか。 

F10 再生資源化を推進します。 

F12 個々の分別意識を高める。 

F13 ムダなゴミを削減します。 

F14 ゴミの分別の強化。 

F15 不法投棄を見逃さない仕組みづくり。 

F16 ゴミ処理にコスト意識を持ちます。 

F11 汚水も家庭で再利用する。 

F17 水の再利用。 

F18 生活排水の削減を推進します。 

F07 
ゴミ・下水・電力のみえる化。⇒スマートグリッド〔電力の流れを供給側・需
要側の両方から制御し、最適化できる送電網〕による数値の公開。 
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(3) 安全・安心 
 

【葉山町の強みは？】 

葉山御用邸と葉山町のみを管轄区域とする葉山警察署があり、治安がよい

ところが最大の強みです。 

 

意見カードの内容 

319 御用邸があり、安全であり、一色海岸など整備されている。 

320 町が安全。 

614 警察署が大きい。 

615 治安が良い。 

 

【葉山町の弱みは？】 

治安がよい葉山町ですが、犯罪は発生していて、住民の防犯活動だけでは

防ぎきれない状況です。また、街灯が暗いところがある、道路も危ないとこ

ろがあるといった意見もあがりました。 

防災面では、災害が起こった時の情報伝達面での不安があがっています。 

 

意見カードの内容 

136 防犯体制の甘さの解消（自治会活動の限界）。 

444 道路（歩道）デコボコで歩きづらい、細いところも多い。 

445 夏場に脇道に入ってくる車が危険。（２件） 

449 町の環境整備（街燈が暗い）。 

450 防災準備情報など共有不足。 

542 防災無線が聞こえない。 

543 街灯が少ない。 

653 ラジオの電波が入りにくい（防災）。 

655 BCP（※）対応が整備しきれていない（急傾斜地他）。 

848 深夜の国道の騒音。 

849 団地内の違法駐車。 
 

※BCP（業務継続計画）は、災害などが起こった時に、日常の業務事業を継続・早期再開するための計画です。 

 

【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

防犯面では、拠点に防犯カメラを設置するなど、今日的な対策が不可欠だ

と思います。また、交通安全対策の一層の推進もお願いします。 

防災面では、災害時に住民が迅速・的確に情報を入手できるよう、防災行

政無線の充実などをお願いします。 
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意見カードの内容 

177 防犯カメラの拠点設置が必要。 

475 歩道の整備。（２件） 

479 夏季は脇道への侵入禁止（住民は除く）。 

480 時間規制（住宅地内） 

481 街灯や樹木の整備。 

483 交通・道路のハザードマップ。 

484 防災情報の共有化。 

574 防災無線のデジタル化。 

682 防災時の情報サービス。 

881 〔違法駐車への〕警察の取り締まり強化が必要。（２件） 

 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、安全・安心の面では、地域での声かけや町内会・

自治会でのパトロールの充実など、以下のような意見があがりました。 

 

意見カードの内容 

D01 町内会で防災準備情報の共有化。 

D02 新しい住民への積極的声かけ。地域への帰属。 

D03 常日頃から危険な所を頭に入れておく。津波対策、ガケくずれ等。 

D04 自治会（町内会）で安全・防犯パトロールをキッチリとやる。 

D05 自治会間の交流を深め災害時の相互補助を確立する。 

D06 町内会自治会での見回り。 

E11 地域安全のパトロールに積極的に参加。 

E12 
防災の面。地域の保管場所に備品の内容が欲しい。サイレンの音が小さく聞き
取りにくい。 

E13 犯罪が多い場所は、防犯カメラをつける。 

E14 各家の門灯をつける。 
E15 駐車する場合に必ず周囲を見回して対向車の通行を考慮する。 

E16 各町内会で防犯パトロールを行う。 

F20 対向車回避スペースの掲示。 

F21 不要の自動車利用を控えます。 

F22 震災時のかい込みをしない。 

F23 ご近所との「あいさつ」をさらに進めます。 

F24 あいさつ運動（各々があいさつを心がける）。 

F25 地域活動への参加。 

F26 近隣毎の避難活動。 
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(4) 保健・医療・福祉 
 

【葉山町の強みは？】 

保健・医療・福祉については、「お年寄りの面倒を見る人が多くなってい

るように思える」「元気な高齢者が多い」といった意見がありました。 

保健・医療・福祉のサービスに関して、強みとする意見はありませんでし

た。 
意見カードの内容 

509 お年寄りの面倒を見る人が多くなっているように思える。 

618 元気な高齢者が多い。 
 

【葉山町の弱みは？】 

大きな病院がない、遠いという問題が第一にあがりました。 

また、保健（健康づくり）については、活用可能な資源はあるが、上手に

活用できていないという意見があがりました。 

福祉については、町の施策や方向性が見えにくい、生活上の困りごとをど

こに相談すればよいか分からない、地域のふれあいの場が少ないといった意

見があがりました。 

意見カードの内容 

141 総合病院が町内に無い。 

241 総合病院がない。 

242 大きな病院が少ない。 

343 地域救急受入れ病院がない。（２件） 

454 大型の病院がない。 

549 総合病院、健診機関がない。 

637 総合病院がない。 

638 総合病院が遠い。 

639 医療サービスが整備されていない。 

456 〔健康づくりでの〕海の活用。 

544 〔健康のために〕遊ぶ場所の料金が高い（ゴルフ場）。 

545 運動施設について、町民が利用しやすい設定でない。 

243 介護地の島？が町内に点在。高齢化に伴い不安。 

244 坂が多い。高齢者には住みにくい町。 

351 高齢者が多いが、永久の住居となれるのか？ 

452 〔福祉面での〕町政と町民との距離。 

453 町の施策や方向性の見えにくさ。 

455 生活上の困りごとをどこに相談すればよいか分からない。 

457 コミュニティの場がない。 

458 変化に乏しい。 

546 高齢者と子ども（の交流）のためのプログラムが少ない。 

547 借家対策等の高齢化対策としての拠点づくり（箱物）が不足している。 

548 介護予防事業について、継続性。予算が成り立たない。 

633 保険料が高い。 

636 
母が横浜市のグループホームにお世話になっていますが、葉山町にはあるのでし
ょうか？将来自分が心配です。 
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【強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？】 

医療については、広域で連携しながら、総合病院の誘致や葉山町民が利用

しやすいしくみづくりをお願いします。また、救急医療の充実をお願いしま

す。 

保健（健康づくり）については、住民が気軽にスポーツなどで健康づくり

を行えるよう、側面支援をお願いします。 

福祉については、相談窓口の時間帯・曜日などの多様化、高齢者等との交

流活動の促進、福祉ボランティア・ＮＰＯの育成をお願いします。 

 

意見カードの内容 

176 横須賀の病院の町民割引。 

277 逗子、横須賀と連携し、総合病院の誘致、活用。 

486 大型の総合病院を建てる。 

677 救急車の数を増やす。 

678 救急車に軽自動車を導入。 

575 〔ゴルフ場を〕高齢者が低料金で利用できるようにする。 

576 １回 300円で運営が成り立つ〔運動〕施設をつくる。 

485 〔福祉の〕相談窓口の時間帯、曜日などの多様化。 

577 町、少年少女スポーツ団体は年に数回、高齢者施設訪問やイベント協力する。 

578 〔介護予防事業について〕ＮＰＯ法人の団体に継続して行えるよう依頼する。 

J09 国保対象者の無料健康診断。 

J12 逗葉医療圏での医療費統一、補助拡充。 

J13 国・県指針を越える葉山町独自の障害者助成、高齢者福祉助成。 

 

【住民が行えることは？】 

住民が行えることとして、保健・医療・福祉の面では、地域での見守り活

動や交流活動を行うこと、一人ひとりが自身の健康に気づかい、健康づくり

活動を行うことなど、以下のような意見があがりました。 

 

意見カードの内容 

D23 近隣住民同士での相互補助。ex高齢者の所在、元気かどうか、困ってないか。 

D24 福祉ＮＰＯの活用。 

D25 いざという時の連絡手段を持つ。 

D26 「民」の活用。 

D07 スポーツ大会や同好会に参加して健康促進。 

D08 自分の事は自分での気概を持つ（行政まかせにしない）。 

E17 近隣の高齢者に目配りをし、特に独居者に配慮する。 

E18 子どもに声掛け（あいさつ）をし、習慣を身につけさせる心遣い。 

E19 高齢者の見守りを考えたい。 

E20 
総合病院が欲しい。逗子、横須賀と連携し、総合病院の誘致も考えられればと
思う。 

E21 認知症患者増加傾向に対応策を積極的に。 
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E22 福祉の面。高齢者と子どもとの交流の場が欲しい。 

E23 地域救急病院の受入れ先が少ない。救急車の数が足りない。 

E24 お年寄りの買い物などを手伝う、お年寄りのお助けグループをつくる。 

F27 
体操・料理・お昼寝で認知症予防改善の TV番組を見ました。町と協力してボラ
ンティアでグループ活動ができたらいいかな。 

F28 高齢者の安否を知らせるブザーとか。 

F29 家庭円満を心がける。 

F30 「自治会活動」に積極参加します。 

F31 医療保険のコスト意識を向上させます。 

F32 「セルフメディケーション」を推進します。 

F33 運動のススメ。 

F34 各自が健康に気を付ける。 

F35 健康増進を家庭で進めます。 

 

暮らしづくりグループのワークショップの様子 
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第３節 ひとづくり 
 

ひとづくりグループは、「ひとづくり」のテーマについて、第２回会議で 2

つの班に分かれ、KJ法ワークショップにより葉山町の強み、弱み、改善策に

ついて意見交換をしました。第３回会議では、3つの班に分かれ、「子育て・

教育」「文化・スポーツ」「人・コミュニティ・行政」に区分して意見交換

を行いましたが、「住民」「地域」「行政」という側面から再考し、予備日

では、区分を再検討し、「人材」を切り口としてまとめることに改めました。

そのため、「１ まちづくり」「２ 暮らしづくり」とは構成が異なってい

ます。 

 

(1) 葉山町の強みは？ 
 

① 人材が豊か 

葉山町のひとづくりに関する強みとして、まず、教育・文化・芸術に関す

る人材が豊かであるという意見があがりました。 

意見カードの内容 

221 アーティスト〔が多くいる〕。 

412 多彩な町民。 

414 人が良い、人材（財）。 

707 芸術関係の人が多く住んでいる。 

801 
音楽家・芸術家などの人材が多いので、その人材を有効に活かせば新しい教育
の方向性を生み出せる可能性がある。 

705-2 教育・文化・芸術に関する人材〔が豊富〕。 

 

② 人のつながりがよい 

「人材」に関連して、「人のつながりがよい」という意見も多くあがって

います。これは、穏健、親切、マナーがよいなど「人柄に関するもの」、結

束力が強いなど「地域に関するもの」の両方があります。 

 

意見カードの内容 

101 信頼できるご近所さんが多い。 

102 住民が町の事が好き。 

222 地元を愛する住民（意志を持って住んでいる人が多い）。 

223 住民が穏健で、親切な方が多い。 

328 町内会の活動が活発。 

413 住民全体で比較的穏やかな方が多い。 

415 地域の結束力が強い。 
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416 意識の高い自治会活動。 

417 町内会で情報共有が出来ている。人が見える。 

602 人心が温かい。 

610 マナーが良い。 

611 あいさつをする人が多い。 

612 地域が分かれていて交流があり、にぎやか。 

708 挨拶がよくできる。 

709 礼儀正しい人が多い。 

710 小さい町だけに助け合いができている。 

711 
現代にしては、地域の人との関わりがある方だと思う（信号、総合教育のボラ
ンティア・団地・子ども会など）。 

712 人づきあいがやさしい。 

 

③ 地域の環境が豊か 

次に、ひとづくりを行うための地域の環境が豊かだという意見も多くあが

りました。葉山には、海と山の自然環境、芸術・文化・スポーツなど、多様

な地域資源があります。 

意見カードの内容 

107 楽しいアクティビティーが多い（アウトドア、海の家、芸術祭 etc）。 

317 大学のヨット部が数多く合宿所を持っている。 

323 海水浴ができる。 

324 マリンスポーツ。 

408 地域性。 

609 庚申塚など歴史的遺産がある。 

702 生涯教育の場になりうる、自然環境、海・森林・水源等。 

703 海が近くて遊び場所がとれる。 

704 環境がいい（海・山）。 

705 教育・文化・芸術に関する施設〔が充実している〕。 

706 盆踊りに集まる人が多い。 

715 別荘文化の名残がある。 

802 町の地域の多様性。 

804 みどりが多い、小さな山があり散歩によい。 

805 〔子育て・教育に活用できる〕海がある。 

806 美術館・しおさい公園などがあり、活用できる可能性がたっぷりある。 

807 とにかく緑が多い。ずっと維持すべき。 

808 
山の緑と海に囲まれた町としてイメージは良好であるが、教育・人づくりに十
二分に活用されていない。 

221-2 芸術祭〔が開催されている〕。 

J19 堀口大学の「花はいろ 人はこころ」の碑がある。 
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④ 子育てしやすい・教育が充実している 

これらの「人材が豊か」、「人のつながりがよい」、「地域の環境が豊か」

という強みを背景に、「子育てしやすい・教育が充実している」という点を

強みとする意見もみられました。 

意見カードの内容 

225 教育に力を入れている。 

308 文化教育を大切にしている町。 

315 子育てに最適な町。 

507 児童館があったおかげで、放課後の遊び場があった。 

616 子育てしやすい。 

617 保育園がよい。 

701 教育での体験学習の場を設けやすい。 

713 学校も町も、人が穏やかでのびのびと子どもが育っている。 

 

⑤ 複合的な強み・その他 

そのほか、町域がコンパクトであること、転入者が多い町であることなど

を強みとする意見もみられました。 

意見カードの内容 

103 葉山の町は他の町より小さく、行政管理がしやすい。 

224 少しずつ若年層が増えてきて嬉しい。 

301 心のなごむ町。 

311 のんびり感。 

325 老人が元気。 

714 生活水準が高い。 

803 コンパクトなサイズ。 

809 転入者が多い。 
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(2) 葉山町の弱みは？ 
 

① 人材が活用できていない 

葉山町のひとづくりに関する弱みとして、グループワークでの発表の要旨

として強調されていたのは、人材の豊富さが葉山町の強みなのに、その人材

が十分に活用できていないという点です。 

 

意見カードの内容 

831 
有能な人材をモチベートし、オーガナイズしていくプロデュース能力がまだな
い。 

852 住民の地域力発揮の組織づくりが希薄。 

 

② 人のつながりが弱い 

「人のつながりがよい」ということが強みとして多くあがりましたが、逆

に「人のつながりが弱い」とする意見もみられました。 

 

意見カードの内容 

349 町民の結びつきが弱い。 

433 隣の住人がどんな人なのかお互いに知らない。 

654 隣町との連携が良くない。 

850 近所が互いに無関心。 

 

③ 小さい町ゆえの規模・量の弱み 

「地域資源が多様である」ということが強みとして多くあがりましたが、

逆に「施設の規模が小さい」など、小さい町ゆえ、規模・量の充実を図るこ

とに限界がある点を弱みとする意見もみられました。 

 

意見カードの内容 

734 各場所〔施設〕の規模が小さい。 

736 生涯学習講座の内容が薄い。 

834 生涯学習の内容がマンネリ化。 
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④ 人材・地域資源の広報が不十分 

豊かな人材・豊かな環境があるのに、十分に広報できていないことを弱み

とする意見もみられました。 

意見カードの内容 

733 マリンスポーツ等の葉山だからこそのスポーツの認知度が低いこと。 

837 発信がへた。 

839 ホームページが見にくい。 

 

⑤ 子育てしにくい・教育に不満がある 

「子育てしやすい・教育が充実している」という意見がある反面、「子育

てしにくい・教育に不満がある」という意見もみられました。 

意見カードの内容 

246 教育や行政がちょっと保守的、閉鎖的に感じる。 

550 つい昔と比べてしまうが、先生の質が落ちている。 

551 昔と比べて子どもの甘えが多い。親が社会に甘えている。 

634 生徒数に対して学校数が多い。 

635 子どもへの補助が少ない。 

640 少子化対策にあまり取り組みが感じられない。 

739 学校（教育）と家庭（教育）との連携がしっかりとれていないのでは。 

741 子育て支援のイメージがあまりない。 

832 教育現場の荒廃 

833 小学校区の児童数のバランスが良くない。 

841 子育て支援センターが月曜日休みなのは不便。 

842 保育所問題は葉山方式を生み出せ。 

843 
核家族・母子または父子家庭がいかほどか、実態を把握して情報を開示してほ
しい。 

844 保育施設不足。 

845 公園がない。 

846 ベビーカーや子どもが安心して歩ける歩道がない。 

847 公立保育園が少ない。 

 

⑥ 行政運営に不満がある 

行政運営への不満もみられました。 

意見カードの内容 

451 住民税・健康保険料が高い気がする。 

836 不透明。 

838 葉山職員の給料が高いのに、働きが悪い！ 

840 しおさい公園の入園料が高い。 
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⑦ 複合的な弱み・その他 

そのほか、転入者が多い町であることなどに起因する弱みに関する意見も

みられました。 

意見カードの内容 

247 地域間の格差がありすぎる。 

248 
昔から住んでいる人々と、移り住んで来た私たちとの接点（わかりあえる）が
ない？ 

432 閉鎖的なイメージ。 

632 町民の気位が高い。 

650 潮干狩りの町民イベントがなくなった。（小学校低学年のみ対象） 

740 高齢者の比率が高い。 

835 
高齢者（団塊の世代のリタイア組）が教育・文化に参加できる受け皿を。生き
がい事業団はそれを果たしていない。 

851 古いしがらみ。 

 

ひとづくりグループのワークショップの様子 
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(3) 強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みは？ 

 

① 人をつなぎ、活かすしくみづくりを 

強みを伸ばし、弱みを改善する取り組みとして、まず地域貢献活動を行い

たい人と、そういう人を求める人とをつなぐ「人材バンク」の充実・強化が

重要という意見があがりました。学校教育、生涯学習の様々な場で活用する

ことにより、「ひとづくり」への効果が期待されるとともに、地域の人のつ

ながりも一層広がると考えられます。 

また、「人をつなぎ、活かすしくみ」としては、コミュニティバスなど町

内各地域の物理的な移動をしやすくする取り組みも重要と思われます。 

 

意見カードの内容 

H04 「ようこそ先輩」葉山版。 

G16 人材バンク。個人（ボランティア登録・講師登録）。地域施設・団体。 

G17 活用紹介ツールを多様に。ネット（ライン、ホームページ）、紙面等。 

I06 人的な資源情報と必要な人やグループとをつなぐ。 

737 
人材活用（地域の人材→教育実践）。定期的かつ継続的に学校教育に携わるボ
ランティア等。 

871 
〔地域の人材により〕具体的なテーマを設定して、ワークショップを開いたり、
小中学校における特別授業などをやって方向性を探る。 

G15 〔生涯学習での教育プログラムの〕学校教育への活用。 

776 家庭教育に地域の人が関わっていけるしくみづくり。 

771 若い人をいかす方法が必要。 

772 町外勤務者・通学者の上手な活用法。 

140 町からの声かけを、もっとひんぱんにする様に。 

775 在住の芸術家をどう引っ張り出すか。 

872 地域の見守り組織の強化 

878 子ども会などの行事が多様に計画できる→参加者増または親密に。 

778 コミュニティバス（町内循環と葉山から逗子・横須賀・鎌倉方面）。 

I09 中央道〔三浦半島中央道路〕の〔整備計画の〕早期実現。 
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② 学び、活動できる場の充実を 

次に、葉山の人材や地域資源を活かして、行政により一層生涯学習の場を

充実してほしいという意見がみられました。 

学習内容の充実に加えて、土日開催、余裕教室の活用など参加しやすい工

夫を望む意見もあがっています。 

 

意見カードの内容 

G14 教育プログラムづくり。定期的な活動（生涯教育）。 

880 相模湾という海を活かした海洋体験の教育プログラムを仕掛けるべし。 

735 町で講演をやってほしい（ジャンルに関係なく）。 

738 料理研究家を呼び、教室を開く。 

774 
「県庁おもてなし課」みたいな、インターネットなどでの情報発信や企画。←
“葉山大学”とか、学びの場づくりとその周知 

G13 土日にできる活動づくり。 

H03 空き教室の利用。 

 

③ 役場と町民の情報交換・情報交流の充実を 

役場と町民が双方向に情報交換・情報交流を行えるしくみの強化が必要と

いう意見が複数みられました。 

これに関連して、ひとづくりグループでの第３回会議や予備日での意見交

換の中で、行政の様々な取り組み（計画策定など）に住民がもっと参画でき

る機会、しくみをつくってほしいという意見も出されました。 

 

意見カードの内容 

137 町役場からは、情報をもっと流して頂きたい。町民より良い葉山にと前向きに。 

777 学校通信等の使い方！ 

873 町の施策を素人にも興味がもて、わかる広報にする（一施策に一広報）。 

875 役所のホームページに住民の意見コーナーを設けてほしい。 

877 役場の苦情コーナーの充実（回答をオープンに） 

I05 広報の充実。 

J07 町行政・議会・町民が共通認識を持てる仕組み作りが重要。 

J20 
行政の様々な取り組み（計画策定など）に住民がもっと参画できる機会、しく
みをつくってほしい。 

J14 自治法附属機関以外の住民参加の仕組み作り。 
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④ 子育て支援・教育の一層の充実を 

子育て支援・教育について、学童保育の充実などいくつかの意見が出され

ました。 

意見カードの内容 

676 
学童保育について、①小学６年までにする。②19 時まで無料にする。③場所を
増やす。 

773 夏季の課題の改善、総合教育のあり方。 

G18 子育て支援、家庭教育支援。 

I07 学力テストの結果の情報公開をすること（教育に関して）。 

I08 教員の採用に関して住民の意見を入れる。 

J21 
将来、世界を舞台に活躍できる人材を育成する外国語教育、国際文化教育の推
進。 

J15 小児・児童教育助成 (保育園・学童保育含む)。  

 

⑤ 複合的な意見・その他 

そのほか、「住民自治の意識を子どもの頃から育てる」などいくつかの複

合的な意見・その他意見が出されました。 

 

意見カードの内容 

876 住民自治の意識を子どもの頃から育てる。 

279 近隣の自治体との交流活発化。 

874 町のシンボルマークを改正するべし。 

J10 構想には、分かりやすいキャッチコピーを、キャッチコピーこそ町民の意見を！ 

 

ひとづくりグループのワークショップ・意見交換の様子 
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(4) 住民が行えること・行いたいこと 

 

① 「自助」として 

住民が行えること・行いたいこととして、住民一人ひとりが地域の活動に

参加することを中心に、以下のような意見があげられました。 

 

意見カードの内容 

I01 住民同士のつながりを深める。 

I02 住民自身の情報の発信。 

G05 自分の特性を町に伝える。 

G02 芸術家・専門家〔として参加〕。 

G03 マリンスポーツインストラクター・森の案内人〔として参加〕。 

G04 戦争体験者としての話をする。 

I03 住民の葉山町に対する意識の向上（興味がない）。 

G06 近所の子どもにも積極的に声をかける。 

G07 見守り隊の周知、参加。 

G01 土日にできる活動に参加（町外勤務・通学者）。 

J17 目的税納税。 

J18 自分達でできることは自分達で、行政負荷軽減、ルールは守る。 

J03 住民知識・講師活用の特殊授業への参画。 

J04 教育現場で学力・体力テスト分析、弱み補強の教師要請へ参画。 

J05 豊かな心教育講師への参画。 

J06 町民が考える行政課題トップ３の提供。 

 

② 「共助」として 

地域で行えることとしては、地域での交流を深めるよう努力することを中

心に、以下のような意見があげられました。 

 

意見カードの内容 

H01 子ども会組織と老人会との交流（NPO法人育成）。 

H02 地域単位での交流。 

G09 児童館での子どもの学び・遊びの支援。 

G11 地域で子どもを見守る体制づくり。見守り隊の充実。 

G10 自治会同士の連絡深める公助も必要。 

G12 安全面指導、支援。 

G08 ヨットスクール・マリーナ（マリンスポーツ、安全指導等）。 

I04 葉山町の文化遺産の維持。 

J01 町内会・氏子会・子ども会以外の幅広い地域コミュニティ造成。 

J02 地域コミュニティを介して地域文化の継承。 

 

 


